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なぜ、上伊那の義勇軍送出が

回昭和16年以後急激に

増加したのか　㊦’

伊藤泰輔日記全44冊（昭和6～33年）
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「
二
・
四
事
件
」
は
全
県
に
及

ぶ
問
題
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
上

伊
那
に
お
い
て
独
自
に
深
刻
な
問

題
「
上
伊
那
教
育
会
事
件
」
・
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
藤
泰

輔
上
伊
那
教
育
会
長
と
、
松
澤
平

一
副
会
長
以
下
多
数
の
教
育
会
役

員
と
の
対
立
が
表
面
化
し
、
県
か

ら
上
伊
那
教
育
界
の
混
乱
の
責
任

を
問
わ
れ
た
正
・
副
会
長
が
、
昭

和
1
6
年
3
月
を
も
っ
て
学
校
長
を

罷
免
さ
れ
た
事
件
で
す
。

両
者
亀
裂
の
原
因
の
一
つ
が
、

義
勇
軍
送
出
に
対
す
る
姿
勢
の
相

違
（
送
出
に
消
極
的
な
会
長
、
送

出
に
積
極
的
な
副
会
長
以
下
役
員

会
多
数
）
に
あ
り
ま
し
た
。

伊
藤
会
長
が
克
明
に
記
し
た

「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
1
4
年
1
2
月
、

各
郡
市
教
育
会
長
を
県
庁
に
招
集

子
ど
も
た
ち
の
義
勇
軍
送
出
に
消
極
的
だ
っ
た
伊
藤
泰
輔

し
た
第
1
回
義
勇
軍
送
出
協
議
会

に
出
席
し
た
伊
藤
は
、
「
こ
の
よ

う
な
会
に
郡
市
教
育
会
長
が
出
席

さ
せ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
義
勇
軍
送

出
に
つ
い
て
教
育
会
で
背
負
い
込

ん
だ
形
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
懸

念
し
、
義
勇
軍
送
出
の
話
を
「
教

育
会
に
持
っ
て
く
る
な
ど
は
誠
に

筋
違
い
で
あ
る
」
と
強
く
批
判
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
2
回
協
議

会
で
は
、
「
目
標
を
達
成
で
き
な

い
の
は
教
育
会
の
責
任
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
」
と
県
の
要

求
と
姿
勢
に
対
し
怒
り
を
露
わ
に

し
て
い
る
の
で
す
。

会
事
件
」
が
発
生

伊
藤
の
娘
さ
ん
は
、
長
兄
が
「
父

は
教
育
会
長
と
し
て
も
っ
と
義
勇

軍
を
出
せ
と
強
く
要
求
さ
れ
た
が

消
極
的
で
、
教
育
会
か
ら
も
校
長

会
か
ら
も
孤
立
的
に
な
っ
た
。
周

り
か
ら
疎
ま
れ
て
会
長
を
辞
め
さ

せ
ら
れ
た
」
と
生
前
語
っ
て
お

り
、
自
身
も
「
父
は
義
勇
軍
に
賛

成
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

土
の
事
件
に
対
し
て
、
「
醜
怪

極
ま
り
な
き
上
伊
那
教
育
会
の
現

状
」
（
1
6
年
3
月
1
7
日
付
信
濃
毎
日

新
聞
）
と
厳
し
く
批
判
さ
れ
、
上

伊
那
教
育
会
は
、
二
・
四
事
件
と

併
せ
二
重
の
汚
名
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
1
6
年
度

か
ら
は
、
「
上
伊
那
教
育
会
収
拾

望
見
任
と
県
下
教
育
界
に
対
し
て

の
信
頼
を
取
り
戻
す
」
（
湯
滞
俊
）

こ
と
が
至
上
命
題
と
な
り
、
「
教

育
会
長
仁
科
先
生
に
は
義
勇
軍
送

出
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、
と

に
か
く
国
策
だ
と
い
う
こ
と
で
私

た
ち
は
義
勇
軍
送
出
の
掌
に
あ
た

っ
た
」
（
戸
田
正
虞
）
と
い
う
よ
う

に
、
教
育
会
挙
げ
て
義
勇
軍
送
出

に
ま
い
進
し
た
の
で
す
。


